
(1)平成29年度事業報告について

第1防災事業

事業区分 剿h災事業の内容 

管 �鞏�uﾉf��:��○全国一斉に実施される秋､春の火災予防運動に呼応し､各種行事を通じて火災予防 

思想の高揚を図ったo 

☆秋の火災予防運動(平成29年11月9日～11月15日) 

(1)防火ポスターの配布 

(2)防火立看板の掲示 

(3)広報車による防火広報 

(4)防火啓発活動(保育園児による防火演奏)※サンリブ田川(フードコート)で及び 

香春町の道の駅香春わざえの里で防火チラシを配布し､出演した保育園に記 
念品を贈った 

の協賛 茶R�+ｸ,ﾉ�ﾂ�

罪 凵剌tの火災予防運動(平成30年3月1日～3月7日) 

管 �(1)防火ポスターの配布 (2)防火立看板の掲示 

(3)住宅用火災警報器の点検整備 

発 辛 �(4)広報車による防火広報 
(5)防火啓発活動(保育園児による防火演奏)※サンリブ臼川(フードコート)及び 

糸田町道の駅いとだで防火チラシを配布し､出演した保育園に記念品を贈った 

(6)その他 

危険物安全 週間の協賛 ��ｸｮｸﾊ����8�ｭB閏ﾙ�ﾃ#僖緝ﾈ綺?ｨ��hﾈ���?｢��

莱 刳�ｯ物の適正な取り扱いと保安に対する意識の向上を図るため､横断幕及び ポスター等を掲出したo 

高齢者宅の 防火診断 ��ｸﾘ)~竟(/�懆ﾝ�*�.x荿.�+ﾘ-�懆ｴ8,ﾈ竧.�X*)9�,�,(*(,If���i&h/���邵+ZH懆ﾝ�,ﾂ�
発生危険個所の点検を行った□ 

防火診断後に非常持出袋を贈呈したo 

防災会報 ��ｸｺh檍,ﾈｨ�:��8ｻX.(ｦX顗韋ﾋ�栗>�9�/�檍醜,假ﾉ&ﾘ+x.�,hｺH,�鞏�uﾉf�9�,ﾈﾅｹJﾘ/��

第44号発行 ��ﾘ.�+ﾘ-�胃�檠_��cCHﾘh/�Jﾘﾗ8+X+ﾖ��

啓発用品による ��ｸﾅｹJﾙw�鄕,�.h.益8晳D�,���+ZH懆ﾝ�uﾉf育i�ｨ/�ﾅｹJﾘ+ZIf胃�,ﾉ}h/�ﾔﾈ+�+ﾖ��

啓発活動 �#僖�7�,ﾚIf胃�ﾅｹJﾙw��yzx5�7ﾘ7ｨ7�985�5�986�/�ﾗy?ﾈ+X+ﾘ�ｲ�

請 舒ｸﾊ�稲iN(�"�]ｸ��ﾗX�橙�○現に危険物取壊いに従事している｢危険物取扱者(免状所持者)｣を対象にして受講 

案内を実施したD 

10月12日(木).13日(金)於2日間にて飯塚地区消防本部にて開催したo 

危険物取扱者 ��ｺ(ｮｸﾊ�稲h宜�(韋ﾋ�8/��8ﾋ�+x.��Y9�/����ｸ,唏�8ﾋ�栗>�ｷ�-��8ﾋ���OXﾗX�檍/��実施したo 

管 辛 冕B��韋ﾋ���OXﾗX�橙�於田川地区消防本部 

第1回6月4日(日)､第2回10月7日(土)､第3回平成30年2月10日(土) 

消防設備士 ��ｸ��f��ﾙOX贓lh�8�鰄�(,ZH自.葦ｨｭH/�ﾆ��+X+ﾘ�(/����ｸ,�+X,H�8ﾗX栗>�ｷ�-�d�.��
業 剄u習の案内を実施したo 法定講習会 ���ﾈ��I?｢��ｸ懌偵�Y?｢��R��i?｢盈ｘ冱9?ｨｭH,�,I+ﾉ_ｲ闌h訷ﾔﾈ刺�9*ﾉ�ｨﾉx駟k��xﾘr�

消防本部にて開催したD 

その他 ��ｸｦX顗ﾗX�檍,ﾈﾔﾉ_�/���邵+X+ﾖ��



事業区分 剿h災事業の内容 

特別表彰 唳�8ﾙ�ｮｸﾊ����8ｺh檠yﾘ駟+yUﾈ�(ﾕﾙ:��8ﾘB依ｹYｸ檠+r��
･福間県知事表彰(防災思想)仲村-秦(現副会長) 

久本実(現理事) 

定例表彰 唳f�騁I|x馼ｼh�ﾒ粳?｢簫胤��YD84x6ﾈ8ｸ4ﾘ�ｲ�

(7事業所)-マクセル(秩) 

･(香)石見商会 

･(-財)田川医師会 

･日本郵便(秩))EE]川船尾郵便局 

･社会福祉法人筑豊福祉会(持養)第二長寿園 

･大黒町地区 

･優良消防設備業着日.-.-(育)宮田設備商会 

(1事業所) 

･優良危険物取扱者.日.一一(育)三栄石販 

(3事業所).旭工業(秩) 

･(秩)村上建設 

･優良消防設備土..-.日.(有)トキワ工業 

(1事業所) 

･優良防火管理者-.---.(医法)恵和会巴川慈恵病院 

(3事業所).社会福祉法人田川福祉会(特養)ことぷき園 

(樵)杉山製作所九州事業所 
･優良業務主任者-.日-.桑野プロパン 

(1事業所) 

消防協力者表彰 唳�Y>�hﾌﾈｺi|ﾙUﾈ�"�

◎表彰日平成29年9月21日被表彰者田中真一 

･初期消火協力表彰 

◎表彰日平成29年10月26日被表彰者久井隆臣.梅軒久.岡崎照也 

益田修二 

一ゝ コ= 負 の 勧 請 ��X,ﾈｪ冰R�○協会組織の拡充を目指し､事業所等に対し年間を通じて加入を呼びかけたo 

覗 �+(ﾛ位Hｸb�○役員視察研修 
日時:平成29年9月29日(木) 

査 剌齒�:久留米市高野1丁目3-1 

研 勍九州防災.火山技術センター 

究 剌齒�:嘉麻市牛隈1794番地 
･福岡県消防学校 



第2　会　議

A言美名 丶ｨﾜ9uﾉ.��内容 

監査 滴ﾈ���?｢�-平成28年度収支決算について 

正副会長会 理事会 滴ﾈ�#Y?｢�･事業報告 

-平成29年度絵会の開催について 

･平成29年度総会議案について 

･平成29年度定例表彰について 

･新規会員について 

･その他 

総会 店ﾈ�#Y?｢�7X8ｨ6X4(6(5h8X7�8ｸ5��･平成28年度事業報告について(報告) ･平成28年度収支決算について(乗認) 

･役員の選任について(決議) 

正副会長会 理事会 嶋ﾈ繦?｢�･事業報告 

-役員視察研修について 

-高齢者宅の防火診断について 

-その他 

正副会長会 理事A ���ﾈ�#Y?｢�･事業報告 ･秋季火災予防運動の協賛について 

･その他 

正副会長会 理事A �(ﾈ�#�?｢�･事業報告 

･春の火災予防運動行事への協賛について 

･平成30年度の事業計画(秦)及び収支予算(莱)について 

･新規会員について 

･その他 

郵便局部会 ��･平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例被表彰者の選考について ･その他 

危険物部会 ��･平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例被表彰者の選考について ･その他 

病院部会 ��-平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例破表彰者の選考について ･その他 

福祉施設部会 ��･平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例被表彰者の選考について ･その他 

町内部会 ��･平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例被表彰者の選考について 

･その他 

消防設備士部会 ��･平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例被表彰者の選考について ･その他 

一般事業所部会 ��･平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例被表彰者の選考について ･その他 

Lpガス部会 �8ﾈ�#�?｢��9?�3���-平成30年度防災協会事業及び部会の運営について ･平成30年度定例被表彰者の選考について 

･その他 
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平成2 9年度公益目的支出計画実施報告書

整備法第127条第1項の規定により､当該事業年度の公益目的支出計画の実

施状況を下記のとおり報告します｡

1　公益目的支出計画

ll)平成25年3月31 E]公益目的財産　　　5,574,368円

12)公益目的支出の見込額(平均の額)　　1,100,000円

実施事業収入の見込額(平均の額)　　　　253,000円

収支差額の見込額　(平均の額)　　　　847,000円

13)　公益目的支出計画の完了予定事業年度の末E]平成32年3月31日

(4)　公益目的支出計画の実施予定期間　　　　　　　　　　　　　　7午

2　当言亥事業年度の公益目的収支差額

単位　円

実施計画 假ｹ?ﾂ�支出 假ｸ辷ﾛxｧ｢�

防災思想普及啓発推進事業 �#モﾃc���1,192,986 蔦��Bﾃ#澱�

3　当該事業年度の公益目的財産額

金額 

平成29年3月31日財産額 �"ﾃ�S�ﾃS�2�

平成29年度収支差額 涛�Bﾃ#澱�

平成30年3月31日財産額 ��ﾃ�Crﾃ#途�

4　公益目的支出計画の実施に影響を与える重要な変更はありませんでしたL〕
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公益目的支出計画実施報告書に関する監査報告書

平成30年4月12日

一般社団法人田川地区防災協会

会　長　　二　場　浩　隆　　殿

--　ニ　ー_　-土

==iTチ二

平成29年4月1日から平成30年3月31日までの事業年度の公益目的支出計画

実施報告書に関する監査を行いましたので､次のとおり報告します｡

1　監査方法及び内容

各監事は､理事及び事務局等と意思疎通を図り､情報の収集及び監査の環境の
整備に努めるとともに､理事会その他重要な会議に出席し､理事等からその職務
の報告を受け､重要な決裁書類等を閲覧し､業務及び財産の状況を調査し､当該

事業年度に係る公益目的支出計画実施報告書について検討しました｡

2　監査結果

公益目的支出計画実施報告書については､法令及び定款に従い､法人の公益目

的支出計画の実施状況を正しく示しているものと認めます｡

以上
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貸　　借　　対　　照　　表

(平成30年3月31日現在)

(単位:円) 

科目 �#僖�7��28年度 ��ﾘﾋ��

Ⅰ資産の部 1流動資産 現金 普通預金 ���"ﾃャBﾃ#���0 2.757,135 ��#rﾃ�sR�

流動資産合計 2固定資産 (1)有形固定資産 備品 �"繝ィﾃ(�ｳ����2.757,135 0 ��#r��sR�#c��

有形固定資産合計 (2)その他の固定資産 財政調整積立金 �����#s�ﾃ3sr�0 1,271,108 

消防機材整備積立金 ��ﾃ��Bﾃ�CB�1,813,660 �3ィ�

積立金合計 �2ﾃ�コ紊#��3.084,768 田S2�

固定資産合計 �2ﾃ�コ紊#��3.084,768 田S2�

資産合計 迭ﾃ田偵c3��5,841.903 ��#r縱#��

Ⅱ負債の部 1流動負債 �����0 0 �����

2固定負債 

負債合計 ���0 ���

Ⅲ正味財産の部 1積立金合計 2預金 現金 �2ﾃ�コ紊#����3.084.768 0 田S2���

普通預金 �"ﾃャB�#���2,757.135 姪#w$�R�

正味財産合計 迭ﾃ田偵c3��5,841.903 ��#r縱#��

負債及び正味財産合計 迭ﾃ田偵c3��5,841.903 ��#r縱#��
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正味財産増減計算書

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

科目 �#僖�7��28年度 ��ﾘﾋ��

Ⅰ一般正味財産増減の部 1.経常増減の部 (1)経常収益 ①会費収入 ��ﾃC3"緜���1.442,200 ��#津c���

②事業収入 ��コ緜���124,820 田�ﾃピ�����#�澱ﾃ�#B�

③助成金収入 �#S�ﾃ����250,000 

④雑収入 �#cBﾃC#R�461,249 

⑤寄付金収入 ���0 ���

経常収益計 �"��3#s�R�2,278,269 ��#�CRﾃSSB�

(2)経常費用 1.防災事業費 ���3�bﾃS�����SBﾃ����1,208,717 0 75,750 涛rﾃs�2����##�縱S��

･‡)福利厚生助成金 

･②諸謝金 

･③報償費助成金 ���rﾃ�S"�71,294 鼎Rﾃゴ��

④通信運搬費 ���bﾃピR�92.861 ��Bﾃ��B�

･3)消耗品責 鉄S津��"�449.513 ����ﾃ#湯�

⑥食料費 鼎"纉Sb�40,321 �"ﾃc3R�

⑦印刷製本責 ����ﾃ�ィ�215,244 ��##B��c��

⑧表彰費 塔づs3����3"ﾃ3c��85,060 0 58,060 �2緜s�����##R緜�"�

⑨原材料費 

⑩雑費 

⑪調査研修費 ���2ﾃS#B�120,614 ��#r�����

2.管理費 田湯ﾃ�3��766,768 ��#crﾃc3��

①会議費 �3c�ﾃゴB�361.053 塔��ｲ�

②特別表彰責 ���20.400 ��##�ﾃC���

③旅費交通費 澱ﾃ����6,000 ���

･舎通信運搬費 ��#bﾃ田r�114,988 免ﾂ纉s��

･3)消耗品費 田bﾃCsB�45,116 �#��3S��

･毒)修繕費 ���0 ���

･3)印刷製本費 ���39,992 ��#3偵涛"�
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(単位:円)

科目 �#僖�7��28年度 ��ﾘﾋ��

⑧交際費 ��2�����35756 ��##"縱Sb�

⑨租税公課 �#�ﾃ����21,000 ���

⑪負担金 塔づcC��110,648 ��##"ﾃ����

⑪雑費 ��Rﾃ�ビ�ll,815 �2�3s"�

経常費用計 �"���RﾃcC��1.975,485 �3�ﾃ�SR�

当期経常増減額 ��#rﾃ�sR�302,784 ��#�sRﾃs���

2_経常外増減の部 ①経常外収益 ���0 ���

②経常外費用 ���0 ���

当期経常外増減額 ���0 ���

(l)当期一般正味財産増減額 ��#rﾃ�sR�302,784 ��#�sRﾃs���

一般正味財産期首残高 �"ﾃsSrﾃ�3R�2,454,351 �3�"縱ィ�

一般正味財産期末残高 �"ﾃャBﾃ#���2.757,135 ��#rﾃ�sR�

Ⅱ指定正味財産増減の部 (彰積立金利息 田S2�655 ��#"���

②備品(減価償却) ���0 

当期指定正味財産増減額 田S2�655 ��#"�

指定正味財産期首残高 �2��ィﾃsc��3,084,113 田SR�

指定正味財産期末残高 �2ﾃ�コﾃC#��3,084,768 田S2�

Ⅱ正味財産期末残高 正味財産期末残高 迭ﾃ田津c3��5,841,903 ��#rﾃs#��
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貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書

貸借対照表及び正味財産増減計算書の内容を補足する重要な事項はありません｡

一般社団法人田川地区防災協会
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財　産　目　録

(平成30年3月31日現在)

財産の部(単位:円) 

ー流動資産 1現金 2普通預金 (1)福岡銀行伊田支店 ����32貪�2�2.884.210 3,085,421 

(2)西日本シティ銀行東EZ]川支店 塔���33��

(3)田川信用金庫東支店 都#づs3B�

(4)ゆうちよ銀行 Ⅱ固定資産 1有形固定資産 2その他の固定資産 財政調整積立金 (田川信用金庫) 鉄#�纉c2���爾ﾃ#s��3sr�

消防機材整備積立金 (田川信用金庫) ��ﾃ��Bﾃ�CB�

資産合計 ��5,969,631 

(単位:円) 

Ⅰ流動負債 Ⅱ固定負債 �� 

負債合計 �� 

差　　引　　正　味　財　産
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監　査　報　告　書

平成30年4月12日
一般社団法人田川地区防災協会

会　長　　二　場　　浩　隆　　殿

一般社団法人田川地区防災協会

監事射勾　称整

監事ヲ青島孝幸<-ラ

監事入野′如㊥

私たちは平成29年度(平成29年4月1日から平成30年3月31日)に

おける一般社団法人田川地区防災協会の業務及び財産の状況について､法令及

び定款に基づき監査を行いましたので､次のとおり報告します｡

1　監査方法及び内容

私たちは､理事会その他重要な会議に出席するほか､理事等からその職務

の執行状況を聴取し､重要な決裁書類等を閲覧し､業務及び財産の状況を調

査し､事業報告を求めるとともに､事業報告書､財産目録､貸借対照表､正

味財産増減計算書等の監査を実施しました｡

2　監査結果

(1)事業報告書の内容については､事実に伴い､一般社団法人田川地区防災

協会の状況を正しく示しているものと認めますo

(2)会計帳簿は､記載すべき事項を正しく記載し､上記の計算書類の記載と

合致しているものと認めます｡

(3)計算書類は､法令及び定款に従い､収支及び財産の状況等を正しく示し

ているものと認めます｡

(4)理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重

大な事実は認められませんo

以上
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